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Abstract : To improve animal welfare for dogs, it is important to understand their emotional states properly. Facial 
expressions can be used as a tool to evaluate dogs’ emotions. In the present study, we asked participants to rate dogs’ 
emotions based on their facial expressions in pictures, and we examined the relationship between the dog facial expressions 
and perceived emotions using the Dog Facial Action Coding System （DogFACS). We also examined the effect of the dogs’
facial expressions on the participants, based on their gender and experience with dogs. The results showed that the facial 
expression with the mouth slightly open and the tongue showing was perceived as “happy,” while the facial expression with 
the nose wrinkled and the teeth bared was perceived as “disgust/angry”. In addition, females who had experience with dogs 
evaluated their facial expressions more strongly, compared to those without experience and males. In this report, the 
characteristics of human perception of dog facial expressions were clarified and the psychological processes involved were 
discussed. Understanding how humans perceive dogs’ facial expressions may be useful in establishing a better relationship 
between humans and dogs.
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緒　言
動物介在介入に参加するイヌの動物福祉を向上させ

るためには，イヌの感情状態を正確に把握することが
重要となる。これまではカーミングシグナル（Rugaas 
2006）等のボディランゲージが用いられてきたが，
表情の変化を調べることでより具体的に感情状態を推
定できる可能性がある。ヒトの表情研究における代表
的 な ツ ー ル と し て Facial Action Coding System

（FACS）があげられる（Ekman and Friesen 1978）。
FACS は顔面の筋肉に基づいて表情の基本的な動き

（Action Unit: AU）を定義し，各表情を AU の組み合

わせにより表すものである。その後，FACS はヒト
以外の動物（チンパンジー，オランウータン，ウマ
等）にまで拡張された（Caeiro et al 2013; 2017a; 
Vick et al 2007; Wathan et al 2015）。イヌ用の FACS
は DogFACS と呼ばれ（Waller et al 2013），感情状
態との対応関係に関する研究が進められている。

Caeiro et al（2017b）は，恐怖（雷や嫌いな物の呈
示等），フラストレーション（見えているが取ること
できないおもちゃやエサの呈示等），ポジティブ予期

（エサやエサの合図の呈示等），幸福（他のイヌとの遊
び，飼い主との再会等），リラックス（感情的な刺激
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の呈示なし）の各感情状態において撮影されたイヌの
映像を用いて，DogFACS によるコード化を実施して
いる。ヒトの映像と比較して恐怖で AD19（舌を見せ
る），フラストレーションで AU45（まばたき），ポジ
ティブ予期で AD19 と AD37（唇を舐める），幸福で
AD19，リラックスで AU1（眉の内側をあげる）の
コードが増加していた。Bremhorst et al（2019）は
ラブラドール・レトリーバーを対象に，実験的に統制
された状況において感情を喚起させている。実験では
イヌが課題を実行すると，報酬としてエサがもらえる
ポジティブ感情条件と，課題を実行してもエサがもら
えないネガティブ感情条件を設定した。実験の結果，
ポジティブ感情条件で EAD102（耳を中央に寄せる），
ネガティブ感情条件で AU145（まばたき），AU25

（唇を離す），AU26（顎を下げる），AD137（鼻を舐
める），EAD103（耳を後ろに移動）のコードが増加
していた。

上述した研究はイヌが感情を喚起した際にどのよう
な表情を示すかを検討したものであるが，イヌの感情
状態をより正確に把握するためには，ヒトがイヌの表
情をどのように知覚するのかについても検討する必要
がある。Bloom and Friedman（2013）は米国在住の
イヌの飼育経験者および非飼育経験者を対象に，様々
な表情を示すイヌの顔写真を呈示し，6 つの基本感情

（幸福・悲しみ・驚き・嫌悪・怒り・恐怖）について
評定を求めた。データ分析の結果，どちらのグループ
もイヌの感情を同じように読み取っていたが，飼育経
験者において全般的にイヌの表情に表れた感情をより
高く評定する傾向があった。Schirmer et al（2013）
は，イヌの顔全体および目元のみの写真を呈示して

（実験ではヒトの幼児の写真も呈示している），感情評
定を求めた。イヌの写真は快条件（おやつを見せる），
不快条件（クレートにいれる）およびベースライン条
件から構成されていた。対象はイヌの飼育経験者もし
くは非飼育経験者であるシンガポールの大学生であっ
た。その結果，非飼育経験者であってもイヌの表情を
判別することは可能であり，イヌの飼育経験者におい
ては男性よりも女性において感情評定値が高くなって
いた。Kujala et al（2017）の研究では，フィンラン
ド在住の飼育経験者および非飼育経験者を対象として
イヌの顔写真を呈示し，6 つの基本感情について評定
を求めた。呈示された写真は快，中性，脅威の表情を
示していた（人間の顔やオブジェクトの写真も呈示し
ている）。分析の結果，参加者はイヌの表情もヒトの
表情と同様に評定しており，イヌの飼育経験者は非飼
育経験者よりも快表情および中性表情に対する評定値
が高くなる傾向があった。

これまでのイヌの表情知覚研究からイヌの飼育経験

が表情知覚に影響していることは一貫して認められて
いるが，性別の影響については一部の研究でのみ報告
されている。一方，ヒトを対象とした研究においては
女性のほうが男性よりも表情知覚が優れていることが
示されており（Rotter and Rotter 1998; Thayer and 
Johnsen 2000; Hall and Matsumoto 2004; Montagne et 
al 2005），ヒトの目元の表情から感情を推定するテス
トの得点は男性よりも女性において高い（Greenberga 
et al 2022）。イヌの表情知覚においても，男性よりも
女性が優位である可能性がある。

本研究の目的は，ヒトがイヌの表情をどのように知
覚するのかを明らかにすることである。イヌの飼育経
験者および非飼育経験者を対象として，様々なイヌの
表情写真に対する感情評定を求め，どのような表情が
知覚されやすいのか DogFACS を用いて分析した。
DogFACS を用いることにより，イヌの表情を客観的
に捉えることが可能となる。また，イヌの表情知覚に
対象者の飼育経験や性別等の属性がどのように影響し
ているのかについても併せて調べた。ヒトが読み取り
やすいイヌの表情や，イヌの表情を読み取りやすいヒ
トの特性を明らかにすることで，イヌとヒトとの相互
作用についての理解が深まり，より正確なイヌの感情
推定が可能になると思われる。

方　法
1． 対象

日本在住の 20 歳から 65 歳の成人を対象に Web 調
査を実施した。データ収集は調査会社（株式会社クロ
ス・マーケティング）に依頼した。データ収集の際に
は，性別および飼育経験の有無ごとの人数が同程度に
なるように調整してもらった。調査期間は 2021 年 1
月 6 日から 8 日であった。参加者はアンケートに回
答することで，調査会社から商品券等に交換できるポ
イントを得ることができた。Web 画面上で調査内容
やデータの取り扱い方等について文章による説明を行
い，調査への参加に関する同意を得た。調査は無記名
により行われ，個人を特定できる情報は取得していな
い。
2． 刺激

写真刺激には日本において人気のある 3 犬種（シ
バ，トイ・プードル，ゴールデン・リトリーバー）を
用いることとし，それぞれの飼い主に依頼して，撮影
済みの写真を提供してもらった。各犬種について中性
条件，快条件，不快条件，反省条件（落ち込んでいる
ように見える写真）の 4 刺激を，飼い主提供の写真
の中から研究者 2 名および研究協力者 1 名の合意に
より選択した（Figure 1）。研究者はイヌを対象とし
た心理学的研究の実施経験があり，研究協力者は獣医
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看護学を学んでいる大学生であった。ただし，反省条
件については表情ではなく，体の動きが関わっている
ため本稿では報告しない。刺激はイヌの頭部全体が
映っており，正面から撮影されているカラー画像で
あった。刺激の大きさは 591 × 591 ピクセルとし，
背景は白色で統一した。
3． 統計解析

統計解析には R（ver.4.2.2, https://www.r-project.
org/）と anovakun（ver.4.8.6, http://riseki.php.
xdomain.jp/）を用い，1 標本の t 検定および分散分析
を実施した。
4． 質問項目

12 の写真刺激（3 犬種× 4 表情）に対して 6 つの
基本感情について 5 段階での評定を求めた（1：全く
当てはまらない，2：やや当てはまらない，3：どち
らでもない，4：やや当てはまる，5：当てはまる）。
基本感情は Ekman（1973; 1982）と同様に「幸福・
悲しみ・驚き・嫌悪・怒り・恐怖」の 6 つとした。
写真刺激は Web 画面上にランダムな順序で呈示した。

上記項目に加えて対象者の属性を把握するため，性
別，年齢，居住地域，イヌの飼育経験の有無，イヌに
対する好悪感（1：好き，2：やや好き，3：どちらで
もない，4：やや嫌い，5：嫌い），イヌのイメージに
関する質問項目，イヌが関わる幼少期の不快体験の有
無についての項目が含まれていた。

結　果
Web 調査の結果，イヌの飼育経験者の男性 81 名

（20 ～ 65 歳，平均年齢 38.6 歳，標準偏差 14.05），女
性 82 名（20 ～ 65 歳，平均年齢 43.0 歳，標準偏差
13.97）および非飼育経験の男性 76 名（20 ～ 65 歳，
平均年齢 36.4 歳，標準偏差 12.59），女性 78 名（20

～ 64 歳，平均年齢 39.0 歳，標準偏差 13.30）の計
317 名から回答を得ることができた。それら全ての
データを分析対象とした。
全般的な感情評定

それぞれの表情刺激に対して基本感情ごとの平均評
定値を算出し，“どちらでもない”（5 段階評定の 3）
との差について 1 標本の t 検定を実施した（Table 1）。
その結果，中性表情については，有意差は認められな
かった。快表情については全て「幸福」の評定値が高
くなっていた。不快表情については，シバとゴールデ
ン・レトリーバーにおいて「嫌悪」と「怒り」の評定
値が高くなっていた。トイ・プードルの不快表情につ
いては，不快に分類される感情（悲しみ，驚く，嫌
悪，怒り，恐怖）の平均評定値が全て“どちらでもな
い”よりも有意に高くなっていないため，不快表情刺
激としての妥当性が低いと判断し，これ以降のデータ
解析の対象から除外した。
DogFACSによるコード化

DogFACS に基づく表情のコード化を実施した
（Table 2）。コード化は DogFACS Coder として認定
されている研究者 1 名が行った。「幸福」と評定され
た快表情に含まれる共通要素としては，AU25（唇を
離す），AU26（顎を下げる），AD19（舌を見せる）
が認められた。「嫌悪・怒り」と評定された不快表情
の共通要素としては，AU109+110（鼻に皺を寄せ，
上唇を上げる），AU116（下唇を下げる），AU25（唇
を離す），AU26（顎を下げる）が認められた。
性別・飼育経験による影響

全般的な感情評定傾向の分析（Table 1）において
評定値の有意な増加が認められた項目（快表情に対す
る「幸福」，不快表情に対する「嫌悪・怒り」）につい
て，対象者の性別，飼育経験の有無ごとに平均評定値

Figure 1　本研究で使用した刺激

野瀬ら：イヌの表情はどのように知覚されるかJ. Anim. Edu. Ther. 14, 2023

3



を算出した（Figure 2）。それらの平均評定値に対し
て，性別（2）×飼育経験（2）の対応のない 2 要因の
分散分析を実施した。

快表情に対する「幸福」評定値について分散分析を
実施したところ，性別（F（1,313）＝5.30, p＜.05, ηp

2

＝.017） お よ び 飼 育 経 験 の 主 効 果（F（1,313）＝
17.379, p＜.001, ηp

2＝.053）が有意であった。「幸福」
得点は男性よりも女性において，非飼育経験者よりも
飼育経験者において高くなっていた（p＜.05）。女性

やイヌの飼育経験者において，表情に表れる感情をよ
り高く評定する傾向があった。

不快表情に対する「嫌悪」評定値について分散分析
を実施したところ，交互作用が有意であった（F

（1,313）＝5.01, p＜.05, ηp
2＝.016）。下位検定の結果，

女性では非飼育経験者よりも経験者において，飼育経
験者では男性よりも女性において「嫌悪」評定値が高
くなっていた（p＜.05）。不快表情に対する「怒り」
評定値について分散分析を実施したところ，交互作用

Table 1　各表情刺激に対する平均感情評定値

Figure 2　各表情刺激に対する平均評定値

Table 2　各感情に認められた DogFACS コード
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が有意傾向であった（F（1,313）＝3.585, p＜.10, ηp
2

＝.011）。女性では非飼育経験者よりも経験者におい
て，飼育経験者では男性よりも女性において「怒り」
評定値は高くなっていた（p＜.05）。「嫌悪」「怒り」
ともに，女性の飼育経験者において，感情評定値がよ
り高くなる傾向が認められた。
イヌに対する好悪感

性別・飼育経験別のイヌに対する好悪感の平均評定
値および標準偏差を Table 3 に示す。性別（2）×飼育
経験（2）の対応のない 2 要因の分散分析を実施した
ところ，飼育経験の主効果が有意であった（F（1,313）
＝119.98, p＜.001, ηp

2＝.277）。イヌへの好悪感は非
飼育経験者よりも飼育経験者において評定値が高く，
より好ましいと感じていた。好悪感における性差は認
められなかった。

考　察
本研究では，様々なイヌの表情画像を呈示し，それ

らに対する感情評定の結果から，対象者がイヌの表情
をどのように知覚しているのかについて検討した。そ
の結果，「幸福」「嫌悪」「怒り」の感情評定値が高い
画像が確認された。DogFACS によるコードとの対応
関 係 を 調 べ た と こ ろ， 軽 く 口 を 開 き（AU25，
AU26），舌を出した（AD19）表情は「幸福」， 鼻に皺
を 寄 せ， 歯 を む き 出 し た（AU109+110，AU116，
AU25，AU26）表情は「怒り・嫌悪」と捉えられて
いることが明らかになった。イヌの感情喚起時の
DogFACS コードを調べた先行研究（Caeiro et al 
2017b; Bremhorst et al 2019; 2022）と比較すると，
快感情における舌見せ（AD19）や不快感情における
顎を下げ，唇を離す（AU25, AU26）は一致していた。
Caeiro et al（2017b）が指摘しているように，ヒトと
比較してイヌは口や舌に関わるコードの出現が多く，
目に関わるコードの出現が少ない傾向にある。先行研
究において快感情で見られた EAD102（耳を中央に
寄せる）は本研究では認められなかった。これは本研
究では静止画像を刺激として用いているため，耳の動
きを捉えることが難しかったことに起因している。一
方 で， 本 研 究 に お い て 不 快 感 情 で 認 め ら れ た
AU109+110（鼻に皺を寄せ，上唇を上げる）は先行

研究では報告されていない。威嚇や攻撃行動を伴う感
情喚起は実験的に制御することが難しく，イヌにスト
レスを与えることから動物福祉的な問題も生じるため
実施が困難である可能性が考えられる。

対象者の属性との関連について分析した結果，男性
よりも女性において，非飼育経験者よりも飼育経験者
において，イヌの表情に表れる感情をより高く評定す
る傾向があった。飼育経験がイヌの表情知覚に影響す
ることは，先行研究においても一貫して認められてい
る（Bloom and Friedman 2013; Schirmer et al 2013; 
Kujala et al 2017）。飼育経験者はイヌとともに生活
することで様々な感情表出場面に遭遇する機会が多い
と考えられる。また，飼育経験者はイヌへの好悪感評
定値も高いことから，自身の飼い犬に限らず，イヌや
関連する情報に対して普段から注意を向けていること
が予想され，それらの経験が明確な表情知覚を可能に
していると考えられる。

性別も表情知覚に影響しており，女性のほうが男性
よりも評定値が高くなっていた。先行研究において
は，本研究結果と同様に女性において評定値が高くな
ることを示す報告もあるが（Schirmer et al 2013），
一貫した傾向は認められていない。前述したように，
これまでのヒトの表情知覚に関する研究においては，
女性の優位性が報告されている（e.g., Rotter and 
Rotter 1998）。また，女性は男性よりも動物に対して
高い共感を示し（Angantyr et al 2011），女性のほう
がイヌに対して擬人化する傾向が高いことが示されて
いる（野瀬・柿沼 2022）。男性と比較して，女性はよ
り共感的にイヌの感情を推定している可能性が示唆さ
れる。

Caeiro et al（2017b）はヒトがイヌの表情を知覚す
る際に，2 つの方略が使用可能であると述べている。
一つはメンタル・シミュレーション方略であり，イヌ
がヒトと同じように感情を表情に表していると仮定
し，自身の表情表出に基づいてイヌの感情を推測する
ものである。もう一つは潜在的社会学習方略であり，
表情表出時の状況とイヌの動機づけ的状態との連合学
習に基づくものである。本研究結果も上記の仮説によ
り解釈が可能であると考えられる。イヌの飼育経験者
のほうが非飼育経験者よりも，イヌの表情が表す感情

Table 3　各群のイヌに対する好悪感の平均評定値と標準偏差
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をより高く評定していた。これは潜在的社会学習に基
づくものであり，自らのイヌとの経験に基づいて推測
していると思われる。また，男性よりも女性のほう
が，よりイヌの表情表出を高く評定していた。女性は
男性よりも共感性が高いことから（e.g., Greenberga 
et al 2022），この差異はメンタル・シミュレーション
方 略 を 反 映 し て い る 可 能 性 が あ る。Caeiro et al

（2017b）はイヌとヒトの表情は異なる部分も大きい
ため，潜在的社会学習方略が有効であると主張してい
る。メンタル・シミュレーション方略は不正確な判断
となる場合もあるが，非飼育経験者であってもイヌの
表情をある程度正しく読み取れることも報告されてお
り（Bloom and Friedman 2013; Schirmer et al 
2013），この方略が部分的には当てはまっている可能
性を示している。

本研究ではイヌの表情画像に対する評定結果から，
ヒトがイヌの表情を知覚する際の傾向について明らか
にし，その心的過程について考察した。イヌが感情喚
起時にどのような表情を示すかだけなく，イヌの表情
をヒトがどのように知覚するかについても検討するこ
とで，ヒトとイヌの相互作用についての理解が深ま
る。動物介在介入における動物の要求に適切に応え，
咬傷事故等を予防することが容易となり，ヒトとイヌ
の双方の福祉が向上することが期待される。

最後に，本研究の限界と今後の課題について述べ
る。DogFACS によるコード化の結果，主に口周りの
表情が感情知覚に関わっていることが示された。しか
し，本研究ではイヌの写真を刺激として用いており，
動きを伴う表情は反映されにくい。特に目（まばた
き，閉眼）や耳の動きはコード化が困難となってい
る。今後は動画刺激を用いることで，それらの影響に
ついても検討する必要がある。さらに，本研究で使用
した写真は飼い主が個人的に撮影したものであり，ど
のような状況で表出された表情であるかは記録されて
いなかった。感情が表出された文脈と知覚されやすい
表情との対応関係については今後の研究によって明ら
かにしなければならない。
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イヌの表情はどのように知覚されるか：性別および飼育経験による影響

野瀬　出・柿沼美紀

日本獣医生命科学大学 比較発達心理学研究室

（2023 年 2 月 15 日受付 /2023 年 3 月 26 日受理）

要約 : イヌの動物福祉を向上させるためには感情状態を適切に把握する必要があるが，感情を評価するためのツールは確立
されていない。評価方法の一つとして，表情が使用出来る可能性が指摘されている。本研究では対象者にイヌの表情画像に
対する感情評定を求め，イヌの表情符号化システム（DogFACS）を用いて表情と知覚された感情との関係について調べる
とともに，対象者のイヌ飼育経験や性別との関係について検討した。分析の結果，口を開け，舌を見せる表情は「幸福」，鼻
に皺を寄せ，歯をむき出しにする表情は「嫌悪・怒り」と知覚されやすいことが明らかになった。また，男性よりも女性に
おいて，非飼育経験者よりも飼育経験者において，イヌの表情に表れる感情をより高く評定していた。本報告では，イヌの
表情評定に関わる要因を明らかにし，その基盤となる心的過程について議論した。ヒトがイヌの表情をどのように知覚して
いるのか，その特性を把握しておくことは，ヒトとイヌのより良い関係を構築する際に有用であると考えられる。

キーワード : イヌの表情，感情評定，性別，飼育経験，DogFACS

J. Anim. Edu. Ther. 14: 1-7, 2023 
　

野瀬ら：イヌの表情はどのように知覚されるかJ. Anim. Edu. Ther. 14, 2023

7


